
開催できなかったファイヤーサイドミーティングも復活

し、クラブ内の親睦を深めることにも力を注ぎたいと

思っています。

　奉仕活動としては７月にウクライナ支援事業を行いま

した。名古屋東山ＲＣ、名古屋名東ＲＣの皆様にも大

いにご協力いただきました。集まった浄財は先日ザポ

リージャに無事届きました。今後、現地のロータリー

クラブの協力で家をなくした子供たちなどの支援に活

用されます。また後日ご報告させていただきます。

　また、地区補助金を使ってＹＷＣＡさんとの事業も

始まりました。外国人子女の教育支援として、学校で

の授業を理解できるよう補助教材を作成します。

　さらに財団のグローバル補助金を使って、フィリピ

ン・ケソン市内の子どもたちに視力検査を行い、必

要な生徒には眼鏡を支給する事業を行います。姉妹

提携を予定している現地のクラブがパートナーです。

　まだコロナが終わったわけではないので、慎重に

注意を払いながら親睦活動、奉仕活動を行い、元気

のある名古屋和合ＲＣを推進してしたいと思っていま

す。皆様、どうぞよろしくお願い致します。

　卓　話

国際ロータリー　第2760地区　2022-23年度

篭　橋　美　久ガバナー

　本日は、名古屋和合ロータリー

クラブがホストとして、名古屋名

東ロータリークラブ、名古屋東

山ロータリークラブとの合同例

会が開催され、出席させて頂き

ました。

　只今より、ＲＩ会長テーマはじ

め地区方針を説明させて頂きま

す。　

　国際ロータリーで初めての女性会長が誕生しました。

　名前：ジェニファー・ジョーンズ

　所属クラブ名：ウィンザー・ローズランドＲＣ

　　　　　　　 １９９６年入会

　今年度のＲＩ会長テーマを世界に向けて発信されま

した。「私たちがベストを尽くせる世界を。想像してみ

てください。」と提唱されました。『イマジン・ロータ

リー』であります。

　この想像とは、ロータリーの変革の時代に入り、「未

来を設計してみてください」と解釈しました。我々一

　例会報告

●第2404回例会　令和４年10月12日（水）晴

●10月は地域社会の経済発展月間／米山月間

●篭橋美久第2760地区ガバナー公式訪問

●名古屋和合・名東・東山ＲＣ　合同例会
（ホスト名古屋和合ＲＣ）

●ところ　名古屋東急ホテル

●ロータリーソング　我等の生業

●出席報告　　会員　　　名中　　出席46名

　　　　　　　出席率63.01％

●ゲスト紹介
　・篭橋美久第2760地区ガバナー（名古屋中ＲＣ）

　・岩月雅章第2760地区幹事（名古屋中ＲＣ）

●ニコボックス
　「本日は、お世話になります。よろしくお願い致

します。」

　　篭橋美久第2760地区ガバナー（名古屋中ＲＣ）

　　岩月雅章第2760地区幹事（名古屋中ＲＣ）

　「本日は、お世話になります。よろしくお願い致

します。」　　　　名古屋名東ロータリークラブ

名古屋東山ロータリークラブ

　「篭橋美久ガバナー、岩月雅章地区幹事、ご来訪

歓迎致します。」

岩田玄知君、中野義識君、中川真吾君

川﨑利男君、黒田史郎君、林　　司君

加藤智弘君、野崎敏夫君、桑山卓也君

　田正道君、槇野智之君、亀井敏勝君

内間三好君、端山佳誠君、安井信之君

相羽繁生君、平木聖三君、山田和弘君

谷　喜久郎君

　「ホノルルへ行ってきました。２年半ぶりです。

以前物件を購入しましたが状況が変化しました

ので売却しました。買った時より高く売れまし

た。日本へもどすと円安の為高くなります。現

地経済は60％ぐらいです。アメリカ人は回復を

見て投資をしております。今月末には本契約で、

また行ってきます。」　　　　　　　加藤一郎君

　　 本日のニコボックス　　  6件 　  58,000円

　　　累　　　　　計　　　 62件　  533,000円

　名古屋名東ロータリークラブ　佐竹得三会長挨拶

　本日は篭橋美久ガバナーをお

迎えし、クラブ運営に関しての

貴重なご助言をいただきました。

早速クラブへ持ち帰り、クラブ

の活動が一歩も二歩も笑顔を

もって前進するよう努めたいと思

います。

　私たち名東クラブは、和合ク

ラブをスポンサークラブとして30名のメンバーで活動を

始めました。それからちょうど45年たち、現在63名の

会員で活動をしています。

　ところでいまだコロナ禍が収まらない時にあっては、

会員の健康と安全を第一にと考えています。そのため

例会や奉仕活動の担当の委員会は苦慮しています。

でもその苦慮の中から、ぎりぎりのタイミングまで各

会員が知恵を出し合い笑顔をもって活動してもらって

います。感謝すべきことです。このようなことが続く

ことを願っています。

　名古屋東山ロータリークラブ　新倉光男会長挨拶

　皆さんこんにちは。今年度名

古屋東山ロータリークラブの会

長を務めさせていただいており

ます新倉でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。

　まずもって、本日ガバナー公

式訪問合同例会を設営していた

だきました和合ロータリークラブ

の皆様には心より御礼申し上げます。

　また、篭橋美久ガバナーとの懇談会におきましては、

今後のクラブ運営の指針となる貴重なお話をいただき

ました。今後のクラブのあり方を再考し、進んでいき

たいと考えます。

　現在、当クラブにおいては、SDGsを参考にいろい

ろな行動をしていきたいと考えています。

　１つ例をあげますと、例会の食事、これがいつも余っ

てしまい、年間で考えますと、数万円のロスになって
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　ホストクラブ
　名古屋和合ロータリークラブ　福田哲三会長挨拶

　篭橋ガバナー、岩月地区幹事、

本日はご訪問いただきまして誠

にありがとうございます。また

名古屋東山、名古屋名東ＲＣの

皆様とご一緒できて嬉しく思い

ます。また、昨年の50周年記
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　今年は新たな50年へのスタートとして、特に会員増

強の面で50代、40代の若い会員の皆さんに活躍して

いただきたいと思っています。新型コロナで２年余り
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人一人にロータリーの将来を委ねられました。

これらのテーマに沿った形で、地区方針をださして頂

きました。

『未来を描こう、笑顔でつなごう』　～一人一人のチャ

レンジを力に！　変化に対応できるクラブを目指して～

を地区方針としました。

　私達の取り巻く社会環境が刻一刻と変化しています。

これに対応することがより一層求められています。更

なる高みを目指し、よりインパクトのある活動を展開

しなければならないと考えます。

　ロータリーは、今や地域社会や国際社会において

必要不可欠な存在となり、その役割をさらに発揮して

いくため、より革新的かつ柔軟な活動体制を構築して

いく必要があります。

　また、奉仕活動の本質は、「笑顔になること」と思っ

ています。活動した結果、みんなが笑顔になり、一
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さらに多くの笑顔に溢れた未来を実現していきましょ

う。

　そのためには、今の時代に即した改革が必要です。

未来を想像し、近隣クラブやロータリアンが知恵を出

し合いながら一丸となって活動して参りましょう。

　また、重点分野に環境分野が加わり２年目になりま

した。

　益々、環境分野の重要性が増して参りました。

　環境問題は、私たちの生活環境に大きな影響を及

ぼし、将来を担う子供たちのかけがえのない未来を奪

うものであると理解していなければなりません。

　私たちの出来ることから取り組みを始めましょう。

　次に『Ｄ Ｅ Ｉ』を説明します。この『Ｄ・Ｅ・Ｉ』

はロータリーの基本方針とし、活動して参ります。

　これは、全ての人にロータリー活動の機会を与える

とともに、全てのロータリアンが世界平和を目指し、

社会・組織の中で必要且つ尊敬される活動人であるこ

とを基本とします。このことを会員一人一人が意識を

持って実践すれば、「目的意識と熱意が生み出され、

クラブの魅力をさらに向上させられる」と強く信じて

います。

　これらの多様性について考えなければならない時

代がすぐそこまで来ていると思います。外国人労働者

が増え、外国人経営者、国内女性経営者、大企業の

女性管理職の人口も増え続け経済社会の労働環境も

変化すると考えます。まさに変革の時代の到来です。

　従って、これらを採り入れながら進めたいと考えて

おります。

　続いてクラブのサポートを強化してまいります。

　地区委員会は、クラブ活動に必要な情報を提供し、

ともに活動させて頂きます。

　皆さんと共に活動するためには、セミナー開催時に

出来る限り、ワークショップ方式を取り入れ対話型・

参加型にして頂きたい。

　又、例会時に活動発表を必ず行なって頂き全会員

に知らせましょう。

　去る７月８日（金）にクラブ活性化セミナーを開催し、

ワークショップ型にて開催させて頂きました。参加さ

れた皆さんより多くのご意見、提案等を頂き、今後の

運営の参考にさせて頂きたいと思っています。

　このクラブの活性化とは、明るい・楽しい・地域

社会から頼られる魅力あるクラブ造りであります。

・地域社会に目を向けた活動を通じてクラブと

の友好関係を促進。

・隣接クラブの活動状況を知ると共に、クラブ

間の共同奉仕活動・意見交流を通じコミュニ

ケーションを図って頂きたいと思います。

・新会員の研修を通じて、新しい考え方を取り

入れながら、開放的で明るい楽しい雰囲気づ

くりを行いましょう。

　ロータリー活動体制の基本はクラブ主体であります。

クラブの活性化がロータリーの発展に繋がります。  

　続いて行動計画に移ります。 

　まずは、【より大きなインパクトをもたらす】です。

　インパクトのある奉仕活動を実施しよう　　

・近隣クラブとの共同事業の推進を行いましょ

う。

・地域社会のリーダーと協力し、地元のニーズ

を知り手助けをしましょう。

・海洋プラスチックごみを減少させるための活

動を始めましょう。

　次に【ポリオ根絶への貢献】です。今年度は、世

界で29件の発症が発表されました。あと少しです。根

絶に向けて、協力しましょう。

　恒久基金　１５０＄／人、ポリオ　３０＄／人をお願

いします。

　１０月２５日　ポリオチャリティーゴルフを実施し、

ガバナー車にポリオの根絶に向けてのラッピングを施

し、各クラブ訪問時に利用させて頂きます。

【参加者の基盤を広げる】

　会員の増強をしよう

・ロータリークラブの足腰を強くするためには、

会員を増やし強い理念に基づいて活動するこ

とが必要かと思います。

女性の入会の促進・若者の入会の促進(主に

学友、ローターアクター、米山奨学生から)

図って頂きたい。

目標は地区全体で5，000名を目標とします。

女性会員を６％から８％へ。

・ロータリーファミリーとの連携強化を図り、

ロータリアンとの奉仕プロジェクトの推進を

図ります。

米山記念奨学学友、青少年学友との連携強化

を図ります。

提唱クラブとローターアクターとの奉仕活動

の参加を促進し、自立、自営を目指します。

このための初年度とします。

【参加者の積極的なかかわりを促す】

　地域社会に役立つクラブになろう　魅力あるクラブへ

・地域社会へアピールするため、ホームページ

の活用を考え、見直しも図りましょう。

・あらゆる人が参加できる組織、公平で、開放

的なクラブをめざし、地域社会との繋がりを

重視しましょう。

【適応力を高める】

　Ｍｙ ＲＯＴＡＲに登録し、クラブセントラルに年間

目標を提示し、目標に向かって進んで参りましょう　

変化に対応できるクラブへ

・リモート会議の導入を図り、効率的な且つ会

員へのサービス向上を（ＳＮＳを利用したハ

イブリット形式）。

・新しい活動をみんなで行動しましょう。

・新しい活動方法を研究し、クラブ間との共同

事業を促進しましょう。

　

　ロータリー賞、ガバナー特別賞へチャレンジしてく

ださい。

　

　地区大会の開催は２０２２年１１月１２日（土）１３日

（日）に行います。

　この大会は、ロータリアンみんなの大会です。みん

なで成功させよう 。

　

　第１０回ワールド・フード+ふれ愛フェスタ(WFF)　

第１０回目の大きな節目です。

　開催　２０２３年４月１５日（土）１６日（日）エディオ

ン久屋広場にて行います。

　今年度の国際大会は、メルボルンにて２０２３年５

月２７日（土）～３１日（水）に開催されます。当地区の

イベントとして、ガバナーナイトを設営します。多くの

会員の皆さんの参加をお待ちしています。

　

　最後にアーチ・クランフ　曰くをご紹介します。

　『ロータリーは後退することもなければ、歩みを止

めることもない。ロータリーは前進しなければならな

い。』

　　

　皆さんの活動を心より祈念申し上げ私の方針説明と

させて頂きます。

●ラッピングカー

■２０２２〜２０２３年度方針

寛容と多様性で親睦の輪を拡げよう！

イマジン  ロータリー
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加藤智弘君、野崎敏夫君、桑山卓也君

　田正道君、槇野智之君、亀井敏勝君

内間三好君、端山佳誠君、安井信之君

相羽繁生君、平木聖三君、山田和弘君

谷　喜久郎君

　「ホノルルへ行ってきました。２年半ぶりです。

以前物件を購入しましたが状況が変化しました

ので売却しました。買った時より高く売れまし

た。日本へもどすと円安の為高くなります。現

地経済は60％ぐらいです。アメリカ人は回復を

見て投資をしております。今月末には本契約で、

また行ってきます。」　　　　　　　加藤一郎君

　　 本日のニコボックス　　  6件 　  58,000円

　　　累　　　　　計　　　 62件　  533,000円

　名古屋名東ロータリークラブ　佐竹得三会長挨拶

　本日は篭橋美久ガバナーをお

迎えし、クラブ運営に関しての

貴重なご助言をいただきました。

早速クラブへ持ち帰り、クラブ

の活動が一歩も二歩も笑顔を

もって前進するよう努めたいと思

います。

　私たち名東クラブは、和合ク

ラブをスポンサークラブとして30名のメンバーで活動を

始めました。それからちょうど45年たち、現在63名の

会員で活動をしています。

　ところでいまだコロナ禍が収まらない時にあっては、

会員の健康と安全を第一にと考えています。そのため

例会や奉仕活動の担当の委員会は苦慮しています。

でもその苦慮の中から、ぎりぎりのタイミングまで各

会員が知恵を出し合い笑顔をもって活動してもらって

います。感謝すべきことです。このようなことが続く

ことを願っています。

　名古屋東山ロータリークラブ　新倉光男会長挨拶

　皆さんこんにちは。今年度名

古屋東山ロータリークラブの会

長を務めさせていただいており

ます新倉でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。

　まずもって、本日ガバナー公

式訪問合同例会を設営していた

だきました和合ロータリークラブ

の皆様には心より御礼申し上げます。

　また、篭橋美久ガバナーとの懇談会におきましては、

今後のクラブ運営の指針となる貴重なお話をいただき

ました。今後のクラブのあり方を再考し、進んでいき

たいと考えます。

　現在、当クラブにおいては、SDGsを参考にいろい

ろな行動をしていきたいと考えています。

　１つ例をあげますと、例会の食事、これがいつも余っ

てしまい、年間で考えますと、数万円のロスになって

しまいます。

　この様な無駄を無くすことで、会費の有効な活用を

考えていきたいと考えております。

　これは小さなことかもしれませんが、全クラブで考

えることができるようになると、大きな資力となります。

　この様なSDGsの考え方をクラブで検討し、広げて

いきたいと考えます。

　最後に親クラブである和合ロータリークラブ様、兄

弟クラブである名東ロータリークラブ様のご指導の下、

小さくても元気なクラブを目指していきたいと思います。

　ホストクラブ
　名古屋和合ロータリークラブ　福田哲三会長挨拶

　篭橋ガバナー、岩月地区幹事、

本日はご訪問いただきまして誠

にありがとうございます。また

名古屋東山、名古屋名東ＲＣの

皆様とご一緒できて嬉しく思い

ます。また、昨年の50周年記

念事業ならびに式典では多大な

るご協力を賜り、誠にありがと

うございました。

　今年は新たな50年へのスタートとして、特に会員増

強の面で50代、40代の若い会員の皆さんに活躍して

いただきたいと思っています。新型コロナで２年余り

人一人にロータリーの将来を委ねられました。

これらのテーマに沿った形で、地区方針をださして頂

きました。

『未来を描こう、笑顔でつなごう』　～一人一人のチャ

レンジを力に！　変化に対応できるクラブを目指して～

を地区方針としました。

　私達の取り巻く社会環境が刻一刻と変化しています。

これに対応することがより一層求められています。更

なる高みを目指し、よりインパクトのある活動を展開

しなければならないと考えます。

　ロータリーは、今や地域社会や国際社会において

必要不可欠な存在となり、その役割をさらに発揮して

いくため、より革新的かつ柔軟な活動体制を構築して

いく必要があります。

　また、奉仕活動の本質は、「笑顔になること」と思っ

ています。活動した結果、みんなが笑顔になり、一

人でも多くの人たちを笑顔にしていく事が大切です。

さらに多くの笑顔に溢れた未来を実現していきましょ

う。

　そのためには、今の時代に即した改革が必要です。

未来を想像し、近隣クラブやロータリアンが知恵を出

し合いながら一丸となって活動して参りましょう。

　また、重点分野に環境分野が加わり２年目になりま

した。

　益々、環境分野の重要性が増して参りました。

　環境問題は、私たちの生活環境に大きな影響を及

ぼし、将来を担う子供たちのかけがえのない未来を奪

うものであると理解していなければなりません。

　私たちの出来ることから取り組みを始めましょう。

　次に『Ｄ Ｅ Ｉ』を説明します。この『Ｄ・Ｅ・Ｉ』

はロータリーの基本方針とし、活動して参ります。

　これは、全ての人にロータリー活動の機会を与える

とともに、全てのロータリアンが世界平和を目指し、
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　従って、これらを採り入れながら進めたいと考えて
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　続いてクラブのサポートを強化してまいります。

　地区委員会は、クラブ活動に必要な情報を提供し、

ともに活動させて頂きます。
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出来る限り、ワークショップ方式を取り入れ対話型・

参加型にして頂きたい。

　又、例会時に活動発表を必ず行なって頂き全会員

に知らせましょう。

　去る７月８日（金）にクラブ活性化セミナーを開催し、

ワークショップ型にて開催させて頂きました。参加さ

れた皆さんより多くのご意見、提案等を頂き、今後の

運営の参考にさせて頂きたいと思っています。
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　ロータリー活動体制の基本はクラブ主体であります。

クラブの活性化がロータリーの発展に繋がります。  

　続いて行動計画に移ります。 

　まずは、【より大きなインパクトをもたらす】です。

　インパクトのある奉仕活動を実施しよう　　

・近隣クラブとの共同事業の推進を行いましょ

う。

・地域社会のリーダーと協力し、地元のニーズ

を知り手助けをしましょう。

・海洋プラスチックごみを減少させるための活
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　次に【ポリオ根絶への貢献】です。今年度は、世

界で29件の発症が発表されました。あと少しです。根
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　１０月２５日　ポリオチャリティーゴルフを実施し、

ガバナー車にポリオの根絶に向けてのラッピングを施
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【参加者の基盤を広げる】

　会員の増強をしよう

・ロータリークラブの足腰を強くするためには、

会員を増やし強い理念に基づいて活動するこ

とが必要かと思います。

女性の入会の促進・若者の入会の促進(主に

学友、ローターアクター、米山奨学生から)

図って頂きたい。

目標は地区全体で5，000名を目標とします。

女性会員を６％から８％へ。

・ロータリーファミリーとの連携強化を図り、

ロータリアンとの奉仕プロジェクトの推進を

図ります。

米山記念奨学学友、青少年学友との連携強化

を図ります。

提唱クラブとローターアクターとの奉仕活動

の参加を促進し、自立、自営を目指します。

このための初年度とします。

【参加者の積極的なかかわりを促す】

　地域社会に役立つクラブになろう　魅力あるクラブへ

・地域社会へアピールするため、ホームページ

の活用を考え、見直しも図りましょう。

・あらゆる人が参加できる組織、公平で、開放

的なクラブをめざし、地域社会との繋がりを

重視しましょう。

【適応力を高める】

　Ｍｙ ＲＯＴＡＲに登録し、クラブセントラルに年間

目標を提示し、目標に向かって進んで参りましょう　

変化に対応できるクラブへ

・リモート会議の導入を図り、効率的な且つ会

員へのサービス向上を（ＳＮＳを利用したハ

イブリット形式）。

・新しい活動をみんなで行動しましょう。

・新しい活動方法を研究し、クラブ間との共同

事業を促進しましょう。

　

　ロータリー賞、ガバナー特別賞へチャレンジしてく

ださい。

　

　地区大会の開催は２０２２年１１月１２日（土）１３日

（日）に行います。

　この大会は、ロータリアンみんなの大会です。みん

なで成功させよう 。

　

　第１０回ワールド・フード+ふれ愛フェスタ(WFF)　

第１０回目の大きな節目です。

　開催　２０２３年４月１５日（土）１６日（日）エディオ

ン久屋広場にて行います。

　今年度の国際大会は、メルボルンにて２０２３年５

月２７日（土）～３１日（水）に開催されます。当地区の

イベントとして、ガバナーナイトを設営します。多くの

会員の皆さんの参加をお待ちしています。

　

　最後にアーチ・クランフ　曰くをご紹介します。

　『ロータリーは後退することもなければ、歩みを止

めることもない。ロータリーは前進しなければならな

い。』

　　

　皆さんの活動を心より祈念申し上げ私の方針説明と

させて頂きます。

●ラッピングカー



開催できなかったファイヤーサイドミーティングも復活

し、クラブ内の親睦を深めることにも力を注ぎたいと

思っています。

　奉仕活動としては７月にウクライナ支援事業を行いま

した。名古屋東山ＲＣ、名古屋名東ＲＣの皆様にも大

いにご協力いただきました。集まった浄財は先日ザポ

リージャに無事届きました。今後、現地のロータリー

クラブの協力で家をなくした子供たちなどの支援に活

用されます。また後日ご報告させていただきます。

　また、地区補助金を使ってＹＷＣＡさんとの事業も

始まりました。外国人子女の教育支援として、学校で

の授業を理解できるよう補助教材を作成します。

　さらに財団のグローバル補助金を使って、フィリピ

ン・ケソン市内の子どもたちに視力検査を行い、必

要な生徒には眼鏡を支給する事業を行います。姉妹

提携を予定している現地のクラブがパートナーです。

　まだコロナが終わったわけではないので、慎重に

注意を払いながら親睦活動、奉仕活動を行い、元気

のある名古屋和合ＲＣを推進してしたいと思っていま

す。皆様、どうぞよろしくお願い致します。
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これらのテーマに沿った形で、地区方針をださして頂

きました。

『未来を描こう、笑顔でつなごう』　～一人一人のチャ

レンジを力に！　変化に対応できるクラブを目指して～

を地区方針としました。

　私達の取り巻く社会環境が刻一刻と変化しています。

これに対応することがより一層求められています。更

なる高みを目指し、よりインパクトのある活動を展開

しなければならないと考えます。

　ロータリーは、今や地域社会や国際社会において

必要不可欠な存在となり、その役割をさらに発揮して

いくため、より革新的かつ柔軟な活動体制を構築して

いく必要があります。

　また、奉仕活動の本質は、「笑顔になること」と思っ

ています。活動した結果、みんなが笑顔になり、一

人でも多くの人たちを笑顔にしていく事が大切です。

さらに多くの笑顔に溢れた未来を実現していきましょ

う。

　そのためには、今の時代に即した改革が必要です。

未来を想像し、近隣クラブやロータリアンが知恵を出

し合いながら一丸となって活動して参りましょう。

　また、重点分野に環境分野が加わり２年目になりま

した。

　益々、環境分野の重要性が増して参りました。

　環境問題は、私たちの生活環境に大きな影響を及

ぼし、将来を担う子供たちのかけがえのない未来を奪

うものであると理解していなければなりません。

　私たちの出来ることから取り組みを始めましょう。

　次に『Ｄ Ｅ Ｉ』を説明します。この『Ｄ・Ｅ・Ｉ』

はロータリーの基本方針とし、活動して参ります。

　これは、全ての人にロータリー活動の機会を与える

とともに、全てのロータリアンが世界平和を目指し、

社会・組織の中で必要且つ尊敬される活動人であるこ

とを基本とします。このことを会員一人一人が意識を

持って実践すれば、「目的意識と熱意が生み出され、

クラブの魅力をさらに向上させられる」と強く信じて

います。

　これらの多様性について考えなければならない時

代がすぐそこまで来ていると思います。外国人労働者

が増え、外国人経営者、国内女性経営者、大企業の

女性管理職の人口も増え続け経済社会の労働環境も

変化すると考えます。まさに変革の時代の到来です。

　従って、これらを採り入れながら進めたいと考えて

おります。

　続いてクラブのサポートを強化してまいります。

　地区委員会は、クラブ活動に必要な情報を提供し、

ともに活動させて頂きます。

　皆さんと共に活動するためには、セミナー開催時に

出来る限り、ワークショップ方式を取り入れ対話型・

参加型にして頂きたい。

　又、例会時に活動発表を必ず行なって頂き全会員

に知らせましょう。

　去る７月８日（金）にクラブ活性化セミナーを開催し、

ワークショップ型にて開催させて頂きました。参加さ

れた皆さんより多くのご意見、提案等を頂き、今後の

運営の参考にさせて頂きたいと思っています。

　このクラブの活性化とは、明るい・楽しい・地域

社会から頼られる魅力あるクラブ造りであります。

・地域社会に目を向けた活動を通じてクラブと

の友好関係を促進。

・隣接クラブの活動状況を知ると共に、クラブ

間の共同奉仕活動・意見交流を通じコミュニ

ケーションを図って頂きたいと思います。

・新会員の研修を通じて、新しい考え方を取り

入れながら、開放的で明るい楽しい雰囲気づ

くりを行いましょう。

　ロータリー活動体制の基本はクラブ主体であります。

クラブの活性化がロータリーの発展に繋がります。  

　続いて行動計画に移ります。 

　まずは、【より大きなインパクトをもたらす】です。

　インパクトのある奉仕活動を実施しよう　　

・近隣クラブとの共同事業の推進を行いましょ

う。

・地域社会のリーダーと協力し、地元のニーズ

を知り手助けをしましょう。

・海洋プラスチックごみを減少させるための活

動を始めましょう。

　次に【ポリオ根絶への貢献】です。今年度は、世

界で29件の発症が発表されました。あと少しです。根

絶に向けて、協力しましょう。

　恒久基金　１５０＄／人、ポリオ　３０＄／人をお願

いします。

　１０月２５日　ポリオチャリティーゴルフを実施し、

ガバナー車にポリオの根絶に向けてのラッピングを施

し、各クラブ訪問時に利用させて頂きます。

【参加者の基盤を広げる】

　会員の増強をしよう

・ロータリークラブの足腰を強くするためには、

会員を増やし強い理念に基づいて活動するこ

とが必要かと思います。

女性の入会の促進・若者の入会の促進(主に

学友、ローターアクター、米山奨学生から)

図って頂きたい。

目標は地区全体で5，000名を目標とします。

女性会員を６％から８％へ。

・ロータリーファミリーとの連携強化を図り、

ロータリアンとの奉仕プロジェクトの推進を

図ります。

米山記念奨学学友、青少年学友との連携強化
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提唱クラブとローターアクターとの奉仕活動

の参加を促進し、自立、自営を目指します。

このための初年度とします。

【参加者の積極的なかかわりを促す】

　地域社会に役立つクラブになろう　魅力あるクラブへ
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　Ｍｙ ＲＯＴＡＲに登録し、クラブセントラルに年間
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変化に対応できるクラブへ
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員へのサービス向上を（ＳＮＳを利用したハ
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・新しい活動をみんなで行動しましょう。

・新しい活動方法を研究し、クラブ間との共同

事業を促進しましょう。

　

　ロータリー賞、ガバナー特別賞へチャレンジしてく

ださい。

　

　地区大会の開催は２０２２年１１月１２日（土）１３日

（日）に行います。
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　第１０回ワールド・フード+ふれ愛フェスタ(WFF)　
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●ラッピングカー



開催できなかったファイヤーサイドミーティングも復活
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リージャに無事届きました。今後、現地のロータリー
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す。皆様、どうぞよろしくお願い致します。

　卓　話

国際ロータリー　第2760地区　2022-23年度

篭　橋　美　久ガバナー

　本日は、名古屋和合ロータリー

クラブがホストとして、名古屋名

東ロータリークラブ、名古屋東

山ロータリークラブとの合同例

会が開催され、出席させて頂き

ました。

　只今より、ＲＩ会長テーマはじ

め地区方針を説明させて頂きま

す。　

　国際ロータリーで初めての女性会長が誕生しました。

　名前：ジェニファー・ジョーンズ

　所属クラブ名：ウィンザー・ローズランドＲＣ

　　　　　　　 １９９６年入会

　今年度のＲＩ会長テーマを世界に向けて発信されま

した。「私たちがベストを尽くせる世界を。想像してみ

てください。」と提唱されました。『イマジン・ロータ

リー』であります。

　この想像とは、ロータリーの変革の時代に入り、「未

来を設計してみてください」と解釈しました。我々一

　例会報告
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●10月は地域社会の経済発展月間／米山月間

●篭橋美久第2760地区ガバナー公式訪問

●名古屋和合・名東・東山ＲＣ　合同例会
（ホスト名古屋和合ＲＣ）

●ところ　名古屋東急ホテル

●ロータリーソング　我等の生業

●出席報告　　会員　　　名中　　出席46名

　　　　　　　出席率63.01％

●ゲスト紹介
　・篭橋美久第2760地区ガバナー（名古屋中ＲＣ）

　・岩月雅章第2760地区幹事（名古屋中ＲＣ）

●ニコボックス
　「本日は、お世話になります。よろしくお願い致

します。」

　　篭橋美久第2760地区ガバナー（名古屋中ＲＣ）

　　岩月雅章第2760地区幹事（名古屋中ＲＣ）

　「本日は、お世話になります。よろしくお願い致

します。」　　　　名古屋名東ロータリークラブ

名古屋東山ロータリークラブ

　「篭橋美久ガバナー、岩月雅章地区幹事、ご来訪

歓迎致します。」
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川﨑利男君、黒田史郎君、林　　司君
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谷　喜久郎君

　「ホノルルへ行ってきました。２年半ぶりです。

以前物件を購入しましたが状況が変化しました

ので売却しました。買った時より高く売れまし

た。日本へもどすと円安の為高くなります。現

地経済は60％ぐらいです。アメリカ人は回復を

見て投資をしております。今月末には本契約で、

また行ってきます。」　　　　　　　加藤一郎君
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　　　累　　　　　計　　　 62件　  533,000円
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・近隣クラブとの共同事業の推進を行いましょ

う。

・地域社会のリーダーと協力し、地元のニーズ

を知り手助けをしましょう。

・海洋プラスチックごみを減少させるための活

動を始めましょう。

　次に【ポリオ根絶への貢献】です。今年度は、世

界で29件の発症が発表されました。あと少しです。根

絶に向けて、協力しましょう。

　恒久基金　１５０＄／人、ポリオ　３０＄／人をお願

いします。

　１０月２５日　ポリオチャリティーゴルフを実施し、

ガバナー車にポリオの根絶に向けてのラッピングを施

し、各クラブ訪問時に利用させて頂きます。

【参加者の基盤を広げる】

　会員の増強をしよう

第2405回

田中知克米山記念奨学委員長・
カウンセラー　　　　　　　　　　　　　　　　
米山奨学生　レーテイエンヒューさん
「米山月間に因んで」

10.19

第2406回
猪子恭秀ロータリー財団委員会
副委員長（名古屋みなとＲＣ）

「ロータリー財団を活用しよう」
11.2

休会10.26

例会 月日 今後の予定

○このウィクリーは再生紙を使用しております。

・ロータリークラブの足腰を強くするためには、

会員を増やし強い理念に基づいて活動するこ

とが必要かと思います。

女性の入会の促進・若者の入会の促進(主に

学友、ローターアクター、米山奨学生から)

図って頂きたい。

目標は地区全体で5，000名を目標とします。

女性会員を６％から８％へ。

・ロータリーファミリーとの連携強化を図り、

ロータリアンとの奉仕プロジェクトの推進を

図ります。

米山記念奨学学友、青少年学友との連携強化

を図ります。

提唱クラブとローターアクターとの奉仕活動

の参加を促進し、自立、自営を目指します。

このための初年度とします。

【参加者の積極的なかかわりを促す】

　地域社会に役立つクラブになろう　魅力あるクラブへ

・地域社会へアピールするため、ホームページ

の活用を考え、見直しも図りましょう。

・あらゆる人が参加できる組織、公平で、開放

的なクラブをめざし、地域社会との繋がりを

重視しましょう。

【適応力を高める】

　Ｍｙ ＲＯＴＡＲに登録し、クラブセントラルに年間

目標を提示し、目標に向かって進んで参りましょう　

変化に対応できるクラブへ

・リモート会議の導入を図り、効率的な且つ会

員へのサービス向上を（ＳＮＳを利用したハ

イブリット形式）。

・新しい活動をみんなで行動しましょう。

・新しい活動方法を研究し、クラブ間との共同

事業を促進しましょう。

　

　ロータリー賞、ガバナー特別賞へチャレンジしてく

ださい。

　

　地区大会の開催は２０２２年１１月１２日（土）１３日

（日）に行います。

　この大会は、ロータリアンみんなの大会です。みん

なで成功させよう 。

　

　第１０回ワールド・フード+ふれ愛フェスタ(WFF)　

第１０回目の大きな節目です。

　開催　２０２３年４月１５日（土）１６日（日）エディオ

ン久屋広場にて行います。

　今年度の国際大会は、メルボルンにて２０２３年５

月２７日（土）～３１日（水）に開催されます。当地区の

イベントとして、ガバナーナイトを設営します。多くの

会員の皆さんの参加をお待ちしています。

　

　最後にアーチ・クランフ　曰くをご紹介します。

　『ロータリーは後退することもなければ、歩みを止

めることもない。ロータリーは前進しなければならな

い。』

　　

　皆さんの活動を心より祈念申し上げ私の方針説明と

させて頂きます。

●ラッピングカー


